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外国語科における国際理解教育に関する授業実践 
 

小林 梨絃乃 ・ 松宮 奈賀子＊ 

 

１．はじめに 

広島大学附属東雲中学校（以下，本校と略記）は，国際人としての資質・能力の育成を目的とし，国

際理解教育を推進している。本校が捉える「グローバルマインド」とは，「自分とは異なる考え方や価値

観をもつ世界中の人たちに対して，相手の気持ちを理解し，そのうえで自分自身のことを伝えたいと思

える気持ちや伝えようとする意欲，態度」（龍岡・坂本，2022）であり，外国語科における「学びに向か

う力，人間性等」の涵養に関わる目標「（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読

み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態

度を養う。」と大きく関連する。加えて，文部科学省（2018）中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解

説 外国語編指導要領では，「外国語の学習を通して，他者を配慮し受け入れる寛容の精神や平和・国際

貢献などの精神を獲得し，多面的思考ができる人材を育てること」が必要であるとされている。このよ

うな本校の教育活動と外国語科の目標を踏まえ，本校の第２学年を対象とした外国語科の授業を展開し

た。以下に，実施した授業の実際と生徒の記述を示し，成果と課題を記す。 

 

２. 授業の実際 

２.１ 概要 

対 象  2021 年度 第２学年 80 名 

題 材  Unit４ Homestay in the United States NEW HORIZON English Course２（東京書籍） 

目 標 

自分と異なる考えや価値観との共存に対する理解を深めるために，ホームステイに関する教科書本文か

ら習慣や文化の違いを読み取ったり，コミュニケーションの大切さについて考えたりすることができる。 

２.２ 単元の全体（全８時間） 

第１時 

 Scene➀の文法事項の理解と練習 

 異文化理解を疑似体験するゲーム「バーンガ」のプレイと振り返り 

 本単元の見通しの確認 

第２時 

 「バーンガ」の振り返りの共有 

 Scene➀の内容理解 

 Scene➁の文法事項の理解と練習 

第３時  Scene➀と Scene➁の文法事項の練習（ALT との Team Teaching） 

第４時  Scene➁の内容理解 

第５時 
 Read & Think ➀➁の文法事項の説明と練習 

 Read & Think ➀の内容理解 
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第６時  ホームステイ先で，こんな時どうする？（ALTとの Team Teaching） 

第７時  Read & Think ➁の内容理解 

第８時 
 単元全体の振り返り 

 単元を貫く問いへの解答 

 

２.３ 各時の具体 

【第１時】 

まず始めに，Scene➀で学習する文法事項，助動詞（have to）を導入し，その理解を基に，異文化理

解を疑似体験するゲーム「バーンガ」のルール説明を行った。（You have to make a group of four. / 

You have to follow the rules. / You have to keep silent. / You have to read a paper by 

yourself.など） 

本授業で行った「バーンガ」は，ミッションの指示に従ってカードを並び替えるまでの時間を競う，

グループ対抗のタイムアタック形式で行った。ゲームのルールは，１）プレイヤーは，自分のミッショ

ンカードしか見てはいけない ２）喋ったり，ジェスチャーを使ったりしてはいけない，とした。これ

をグループのメンバーを変えながら数回行う。はじめは，グループのメンバー全員に同じミッションを

配付するため，ミッションはすぐに達成される。しかし，クラス全体では複数のミッションが配付され

ており，メンバーをローテーションすると，グループ内のメンバーでカードを並べたい順番が異なるた

め，中々ミッションが達成されない。プレイ中は，言葉によるコミュニケーションが取れないもどかし

さで相手に憤りを感じたり，状況を理解できずにミッションを中断してしまったりする姿が見られた。 

数回メンバーを入れ替えたあと，ゲームのからくりを説明した。ここで，ミッションの違いを価値観

や文化・習慣の違いに置き替えながらゲームの意図と単元の見通しを説明し，ワークシートを記入させ

て回収した。ここで，「What is important in a homestay?」を，単元を貫く問いとして設定した。 

  

〈図１：英語通信〉 〈図２：英語通信〉 
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【第２時】 

前時の振り返りとして，英語通信（図 1・２）を配付し，意見を共有しながら単元を貫く問いを再確

認した。振り返りの後は，教科書本文の Scene➀の新出単語の導入，リスニングを行ったのち，ロイロ

ノートを使用し，本文で最も重要だと考える箇所に線を引き，理由を書く活動を行った。また，次時に

ALT よる文法の習得をターゲットとした言語活動を予定していたため，Scene➁の文法事項，助動詞（must）

の形式と機能などを説明した。 

【第３時】 

ここまでの振り返りとして，have to と must をターゲットとした言語活動を ALT主導で行った。 

【第４時】 

はじめに，Scene➀と Scene➁の新出単語と文法の理解度をはかるために，小テストを実施した。続い

て，テレビ番組「はじめてのおつかい」が Netflix で公開された際の実際の SNS上での反響を取り上げ

ることで，登場人物のホームステイ先と日本の環境・習慣の違いについて導入したのち，本文理解のた

めに，新出単語の確認とリスニング，読解に取り組んだ。 

【第５時】 

Read & Think ➀と➁の文法事項をまとめて導入・練習したのち，本文の登場人物の悩みを整理し，

それに対する返答を英語で表現する活動をロイロノート上で行い，クラスで共有した。 

【第６時】 

教科書以外のホームステイ先でのトラブルを取り上げて，どのように対処すべきか考える活動を ALT

主導で行った。 

【第７時】 

 教科書本文の内容を発問に答えながら整理した。 

【第８時】 

本時の最後に，単元を貫く問い「What is important in a homestay?」について改めて考えることを

確認し，単元全体の振り返りを行った。最初に，「バーンガ」を自分たちがプレイしている様子の録画を

視聴し，当たり前（＝文化や習慣，価値観）が違う人との関わりについて考えたことを思い出した。そ

の後，教科書のシーンごとに，登場人物ごとの「当たり前」を全体で整理しながら，当たり前が違う時，

困った時の登場人物の言動に着目させたのち，「What is important in a homestay?」に対する各々の

考えを記述させた。 

 

 

３. 生徒の記述とそれに対する考察 

３.１ 生徒の記述 

以下に，生徒の「What is important in a homestay?」に対する記述の抜粋を，（A）コミュニケーシ

ョンに着目したもの（B）言語に着目したもの（C）異文化理解に着目したもの（D）マナーに着目したも

の（E）その他，の観点で分類して示す。なお，英語の誤りなどは直さずに，実際の記述をそのまま示し

ている。 

（A）コミュニケーションに着目したもの 

 I should say my feeling. 

 It is important to thinking partner’s brain. 

 It is important to talk something. It is important to think hostfamily’s feeling. 
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 It is important to communicate in home stay. 

 It is important to say my idea. 

 お互いのことを思い合うこと is important in a homestay. 

 Communicate is important in a homestay. Homestay is happy. 

 If you have a puestions, asking for hostfather and host mother and understanding is 

important. 

 It is important to tell my opinion. 

 It is important to say my idea in a homestay. Listening to hostfamily’s idea carefully is 

important. It is important to believe your hostfamily. 

（B）言語に着目したもの 

 It is important to learn about foreign language in a homestay. 

 It is important to fight speak English in a homestay. 

 kept trying is important in a homestay, to speak English. 

 Speaking English is important in a homestay. 

（C）異文化理解に着目したもの 

 It’s important to understand about foreign cultures. 

 It is inportant to understand different culture in a homestay. 

 Thinking each othere is important in a homestay. 

 Studying many countries culture is important. 

 It is important to talking with different culture people in a homestay. 

 Understanding each other. Be kind. 

 It is important to stady その国について in homestay. 

（D）マナーに着目したもの 

 Greeting is important in a home stay. 

 It is important to follow the fause rules in a homestay. 

（E）その他 

 Thinking is important in a homestay. 

 It is important to try understanding. 

 Trying is important in a homestay. 

 It is important to don’t worry in a homestay. 

 It’s important to try everything in a homestay. 

３.２ 生徒の記述に対する考察 

内容に関しては，教科書本文を基に，自分が重要であると考える要素を選んだと推測される記述が全

体に共通して見られた。また，単元の始めは，言語に着目した生徒が多かったが，単元の終わりには，

コミュニケーション・異文化理解に着目した生徒が多かった。 
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英語の使用面に関しては，動名詞や It is ～ to ….を用いた文の構造への理解が定着していないも

のが多々見られた。 

 

４. 成果と課題 

今回扱った題材は，ホームステイに関するものであり，年度末に姉妹校との交流を控えた生徒たちに

とって，関心の高い内容であった。ただ，自分とは異なる考えや価値観・習慣は，異なる国の人々との

間だけに生じるものではなく，クラスの生徒同士など，実生活の人間関係でも直面するものである。そ

の点については，授業で触れることはあっても，生徒にどれほど定着したかは不明であるが，生徒の記

述を見ると，異なる国の人々との交流を題材とした教科書本文の内容は定着したと考えられる。このこ

とから，今回の実践が，本校の国際理解教育の取り組みへの橋掛けになったのではないかと捉えている。 

もちろん外国語科では，言語の使用面における資質・能力の育成を図る必要があり，技能の定着と題

材の扱いとのバランスには反省が残る。しかし，英語をツールとして用いた先に，生徒が自分自身の内

面，あるいは他者と向き合う場として機能するような授業実践を今後も目指したい。 
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